
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

国語国文学科 夜 ・

通信 

27 
 

0 

0 27 13  

フランス語 
フランス文学科 

夜 ・

通信 0 27 13  

英語英文学科 夜 ・

通信 0 27 13  

人間総合学部 

児童文化学科 夜 ・

通信 

0 

0 27 13  

発達心理学科 夜 ・

通信 0 27 13  

初等教育学科 夜 ・

通信 0 27 13  

（備考） 

本学ホームページに掲載 

https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/jitsumu2024.pdf 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

- 1-



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 白百合女子大学 
設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学園のホームページに公表 

http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/staff1.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 2015.7.24-
2025.7.23 

法務 

非常勤 社会福祉法人役員 2020.1.1-
2024.12.31 

医療福祉従事者の視

点からの助言 

（備考）非常勤理事の任期は 5 年である。 
弁護士については,2020.7.24-2025.7.23 の任期で再任されている。 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

授業計画書（シラバス）については、「卒論指導」等の個別の研究指導を目

的とするごく一部の科目を除き、以下の全項目を含むシラバス作成を担当

教員に求めている。「授業のねらいと達成目標」、「授業概要」、「授業計画（授

業の形式、スケジュール等）」、「準備学習、履修上の注意」、「教科書・参考

書等」、「成績評価の方法（評価方法、評価基準、課題に対するフィードバ

ックの方法）」。作成されたシラバスの学部学科等の教務担当教員による確

認、教務部教務課によるシラバス整理は、当該授業実施年度の前年度に行

っている。確認・整理されたシラバスは、当該年度当初の授業ガイダンス

期間前から本学ホームページ上にて学生に周知している。また、ホームペ

ージ上で外部にも公表している。なお、要件１に対応して、実務経験のあ

る教員が担当する科目については、「どのような実務経験のある教員が、ど

のような教育を行うのか」について記載するよう求めている。 

授業計画書の公表方法 
シラバスは本学ホームページに掲載 
https://www.shirayuri.ac.jp/syllabus/51_.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

教員には、担当授業科目の履修学生の出席の確認を義務づけ、欠席・遅刻

等が多い学生に対する早めの注意喚起や助言・指導、さらに、所属学科へ

の通知を求めている。 各授業科目の学修成果については、出席回数の条件

（出席すべき回数の 2/3 以上の出席）を満たした学生を対象に、シラバス

で周知された方法（試験、レポート、平常授業時の小テスト・小レポート、

演習・実習では質疑応答状況など）によって評価を行い、 評価 C 以上を

基準として単位の授与を行っている。なお、卒業論文、卒業研究について

は、学部学科の方針により、複数の教員による論文査読及び口述試験を課

した厳密な評価を行っている。個々の授業科目の学修成果の評価の他、卒

業及び進級・留年の判定については、４年次学生では単位取得状況の確認

と卒業要件の判定、１～３年次学生では単位取得状況の確認により、それ

ぞれ卒業判定教授会、在学生進級判定教授会において審議している。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、2018 年度入学生から GPA 制度を導入し、その算出方法は履修

要覧にて明示している。毎学期末に発行される成績通知書に、当該学期の 
GPA 数値、年度 GPA 数値及び通算 GPA 数値が表示される。直前の学期

GPA が 1.0 未満の学生に加え、各学科が基準を設定し、学年毎の標準的履

修単位数に比して取得単位数が著しく少ないと認める学生に対しても、留

学等考慮すべき事情のない限り、アドバイザー教員から注意喚起と改善に

向けた履修指導が行われることになっている。さらに、履修指導後も状況

が改善しない場合には、授業料減免措置や奨学金給付の廃止があり得るこ

とを警告し、当該学生の学修意欲を亢進させるように努めている。  

本学ホームページで公表している履修要覧に記載  
https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2024.pdf 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 
卒業認定の方針（ディプロマ・ポリシー、DP）は、本学学則に掲げられた

「建学の精神」及び「本学の教育目標」に則った項目と、各学部学科の「目

的」に則った項目で構成し、公表している。前者は、各学部学科に共通し

たリベラルアーツ的な内容となっており、後者は、各学部学科の専門性に

即した内容となっている。いずれも、社会的なニーズをも意識しながら、

学生が身につけるべき知識・技能、またその基盤となるべき能力について

明示している。 また、ディプロマ・ポリシーを実現するために教育課程編

成方針（カリキュラム・ポリシー、CP）を定め、公表するとともに、これ

に基づいて設定された科目区分ごとにカリキュラムを編成し、必要な科目

を開講、実施するとともに、一覧を公表している。卒業と学位授与につい

ては、単位取得状況の確認 及び卒業要件の判定により、卒業判定教授会に

おいて、全教員の合議によって認定を行っている。 

「ディプロマ・ポリシー」ならびに「カリキュラム・

ポリシー」は本学ホームページで公表している履修 

要覧に記載 
https://www.shirayuri.ac.jp/campus/enrollment/usftro0000001z5l-att/shirayuri_youran_2024.pdf 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 白百合女子大学 

設置者名 学校法人白百合学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/bs_r05.pdf 
http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/financial_r05.pdf 

収支計算書又は損益計算書 

http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/inventory_r05.pdf 
財産目録 

http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/project_r05.pdf 
事業報告書 

http://shirayuri-gakuen.ac.jp/data/pdf/audit_r05.pdf 
監事による監査報告（書） 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

公表方法：本学ホームページに掲載 
（2022 年度白百合女子大学自己点検・評価報告書） 
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1691390948168.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：本学ホームページに掲載 
（白百合女子大学に対する大学評価（認証評価）結果 2017 年度） 
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/usftro0000000157-att/a1526264589525.pdf 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 文学部・人間総合学部 

教育研究上の目的（公表方法：本学ホームページに掲載） 
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/index.html 
（概要） 
《文学部》 

文学部は、専攻する言語・文学・文化の研究を通して、高いコミュニケーション能力を

身につけ、自文化と他文化にわたる豊かな教養をもとに、多様な場面で他者と対話し、協

働できる人材の育成を目的とする。 
《人間総合学部》 
人間総合学部は、児童自身が享受し参加する文化に対する深い理解を基礎に、その心身の

発達を 生涯に渡って支える視野と高度な専門性をもって、広く社会に貢献する人材の育成

を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html 
（概要） 
両学部ともに、「所定の年限在学し、各学科が定める所定の単位を修得することで、以下

の能力を身につけたものに、学位を授与する」として、建学の精神に係る宗教教育、深い

教養と知性を養う基礎教育、グローバル社会で求められる外国語教育、及び専攻領域に応

じた専門教育を通じて、学士課程修了者として身につけるべき事柄について詳細に定め、

ディプロマ・ポリシーとして公表している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html 
（概要） 
 両学部ともに、ディプロマ・ポリシーを具現化するため、前項で掲げた宗教教育、基礎

教育、外国語教育、専門教育に対応して、それぞれ宗教学科目、共通科目、外国語科目、

専門科目の科目区分を設定し、科目区分毎に、また専門科目については学科毎及び学科内

で設定している履修上のコース等毎に、カリキュラム構成の方針と、開講する科目群の内

容、方法について概括的に説明し、公表している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：本学ホームページに掲載） 
https://www.shirayuri.ac.jp/course/trait/index.html 
（概要） 
「本学の「建学の精神」「教育目標」を理解し、各学科の教育課程を履修するために以下

に示した必要な素養・学力を備えた人を求めます」として、学部学科毎に、高等学校にお

いて培われた入学者の意欲や関心、及び学修への姿勢や態度、そして学修成果などととも

に、大学での学修に向けた抱負や期待についても記述し、公表している。 

公表方法：本学ホームページに掲載 
（大学の組織）https://www.shirayuri.ac.jp/guide/faculty/index.html 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

 

  

- 6-



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 4 人 － 4 人

文学部 － 16 人 11 人 4 人 0 人 0 人 31 人

人間総合学部 － 20 人 9 人 2 人 4 人 0 人 35 人

教養部（一般教育） － 5 人 4 人 1 人 0 人 0 人 10 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 270 人 270 人

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等）    https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/researchwork/index.html 

公表方法：本学ホームページによる公表 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 280 人 139 人 49.6％ 1,120 人 745 人 66.5％ 0 人 1 人

人間総合学部 195 人 160 人 82.1％ 780 人 748 人 95.9％ 0 人 4 人

合計 475 人 299 人 62.9％ 1,900 人 1,493 人 78.6％ 0 人 5 人

（備考） 
編入学定員は「若干名」で設定している。 

 

 

b.卒業者数、修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
299 人

（100％）

18 人

（  6.0％）

265 人

（  88.6％）

16 人

（  5.4％）

人間総合学部 
173 人

（100％）

21 人

（  12.1％）

145 人

（  83.8％）

7 人

（  4.0％）

合計 
472 人

（100％）

38 人

（  8.1％）

421 人

（  86.9％）

24 人

（  5.1％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 
日本航空、全日本空輸、ＡＮＡエアポートサービス、ＡＮＡテレマート、ANA 沖縄空港、Ａ

ＮＡ新千歳空港、ＡＮＡ成田エアポートサービス、ＤＴＳ、ＪＡＬスカイ、Ｋスカイ、スカイ

マーク、ＮＴＴデータマネジメントサービス、PANDORA Jewelry Japan、SOMPO ケア、

UCC コーヒープロフェッショナル、ZIPAIR Tokyo、グラクソ・スミスクライン、コスメディ

ア、ダイワボウ情報システム、ツツミ、ディップ、ノバレーゼ、ファーストリテイリング、フ
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ェイラージャパン、ブルガリジャパン、ボッテガ・ヴェネタジャパン、ルイ・ヴィトン ジャ

パン、伊藤忠テクノソリューションズ、伊藤忠商事、伊藤忠人事総務サービス、極東電視台、

近畿日本ツーリスト、兼松エレクトロニクス、東京都教育委員会、埼玉県教育委員会、千葉県

教育委員会、三井不動産リアルティ、三井物産マシンテック、三越伊勢丹ホールディングス、

ウェスティンホテル東京、京王プラザホテル、星野リゾートグループ、ザ・リッツ・カールト

ン東京、ニューオータニ、ブルガリホテル東京、山崎製パン、横浜銀行、日本生命保険、明治

安田生命保険、損害保険ジャパン、太陽生命保険、東京海上日動火災保険、東京海上日動あん

しんコンサルティング、みずほフィナンシャルグループ、大和証券、三菱ＵＦＪトラストビジ

ネス、日東富士製粉、日本アクセス、日本コムシス、日本調剤、ベリーベスト法律事務所、弁

護士法人 アディーレ法律事務所、弁護士法人 子浩法律事務所、アンダーソン・毛利・友常

法律事務所、澁澤倉庫、住友倉庫 など 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
312 人

（100％）

266 人

（  85.3％）

29 人

（  9.3％）

17 人

（  5.4％）

0 人

（  0％）

人間総合学部 
176 人

（100％）

164 人

（  93.2％）

7 人

（  4.0％）

5 人

（  2.8％）

0 人

（  0％）

合計 
488 人

（100％）

430 人

（  88.1％）

36 人

（  7.4％）

22 人

（  4.5％）

0 人

（  0％）

（備考） 
中途退学者数には除籍者も含む。 
2 年次以降の編入生及び再入学者は除く。 
2020 年度入学者の内、転学部・転学科した学生は 0 名だった。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

開講科目の一覧、及び授業科目のシラバスを、作成・公表している。シラバスには、個々の

授業科目について、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画、評価基準が具体的に記述さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 8-



  

 

 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

個々の授業科目についてはシラバスに学修評価の基準及び方法を明記しており、それに従っ

て、適正に評価がなされている。卒業の認定については、卒業要件として各学部学科が定める

基準を満たしているかどうかについて、教務部教務課において事務的に確認の上、卒業判定教

授会において、すべての科目区分担当の専任教員による承認を得ることとしており、最終的に

学長が決定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

国語国文学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

英語英文学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

人間総合学部 

児童文化学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

発達心理学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

初等教育学科 124 単位 有 

半期 24 単位

（資格課程履修者は

半期 30 単位）

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：未公表（ＧＰＡの分布、及び学生個々のＧＰＡについ

て、学生本人及びアドバイザーが確認の上、履修相談、履修指導

等に活用している） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）

公表方法：未公表（学生本人及びアドバイザーが履修状況・単位

修得状況を確認の上、履修相談、履修指導等に活用している） 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページに掲載 
（校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること） 
https://www.shirayuri.ac.jp/guide/financial/index.html 
 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文学部 
 

国語国文 

700,000 円 350,000 円 400,000 円施設設備費 維持費 ﾌﾗﾝｽ語ﾌﾗﾝｽ文 

英語英文 

人間総合 児童文化 700,000 円 350,000 円 400,000 円施設設備費 維持費 
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学部 発達心理 430,000 円施設設備費 維持費 実験実習費 

初等教育/児童教育 418,000 円施設設備費 維持費 実習諸経費 

初等教育/幼児教育 445,000 円施設設備費 維持費 実習諸経費 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学科・学年毎に、専任教員のアドバイザーが置かれ、学生の履修に関する相

談、学生生活に関する相談を行っている。学業、課外活動、アルバイト、心身の健康、一身

上ならびに経済上の問題などについて、個人面談を中心に、助言・指導を受けることができ

る仕組みとなっている。 
また、アドバイザー以外にも、各学科研究室に配置された事務職員が、各種相談に応じる

他、必要に応じて学内各部署に学生をつなぐ役割も果たしている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

キャリア支援課における学生の進路選択に係る支援は、３年生の４月に実施する「第１回

就職総合ガイダンス」をスタートとし、本格化する。キャリア支援課の認知形成・利用促進

を目的として３年生全員を対象にした「春の全員面談」、「秋の全員面談」を通じて個の支

援にも注力して行う。学生支援の担い手はキャリア支援課職員及び委嘱しているキャリアカ

ウンセラー（有資格者）12 名で構成され同規模大学と比しても一人当たりの学生担当数は、

充実した体制を整えている。コロナ禍を経て社会活動の正常化が進められる中、採用活動の

特に面接においてはオンラインと対面の併用が主流となっている。そのような状況も踏まえ

学生との面談形式は、オンライン(zoom)と対面を併用し、学生が選択的に利用できる体制と

している。総合ガイダンスや各種セミナーでは対面実施を中心として実施し Face To Face

で顔の見える支援を心掛けている。さらに民間志望者には学内企業説明会・企業見学会・Ｏ

Ｇ訪問会等、教育職志望者には特別区幼稚園の学内説明会・教員採用試験対策講座等を実施

するなど、多様な進路選択の機会を提供している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康の維持・増進を目的としたウェルネスセンターを設置し、「ウェルネスセ

ンター事務室」「健康相談室」「学生相談室」の 3 つの部署が連携して学生対応を行っている。

ウェルネスセンター事務室では、学修に関わる具体的な配慮についての相談を受け付け、「キ

ャンパス・ソーシャル・ワーカー（CSW）」による学生面談を経て「配慮方針案」が立案され

る。配慮方針案は「配慮申請検討会議」で審議・機関決定される。決定された配慮方針は学科

や科目担当教員への依頼・調整を経て、当該学生に「決定通知書」として手交される。 

健康相談室では、校医（内科）及び看護師による救急時及び平常の医療に関わる対応や助言、

また定期健康診断及び事後の健康指導･健康相談を行っている。 

学生相談室では、臨床心理士及び校医（精神科）による心理相談、アセスメント、カウンセ

リング等の心理療法を行う他、学内外との連携によって、学生生活を支える活動に取り組んで

いる。 

公表方法：本学ホームページによる公表（白百合女子大学学術機関リポジトリ） 
https://shirayuri-u.repo.nii.ac.jp/?page=1&size=20&sort=custom_sort&search_type=0&q=0 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以
下の場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載する
こと。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分とは、それぞれ大学等における修
学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３
号、第４号に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取
消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより
認定の取消しを受けた者の数

年間

―

後半期

111人

64人

14人

0人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

白百合女子大学

学校法人白百合学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

117人

68人第Ⅰ区分

第Ⅱ区分 34人 33人内
訳 15人

0人

家計急変による
支援対象者（年間）

―

121人

第Ⅲ区分

第Ⅳ区分

合計（年間）

学校コード（13桁） F113310103723

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことによ
り認定の取消しを受けた者の数

年間 0人
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著
しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認
定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人

―

―

退学 0人

右以外の大学等

後半期前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了で
きないことが確定

修得単位数が標準単位数の
５割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の５割以下）

出席率が５割以下その他学
修意欲が著しく低い状況

―

―

「警告」の区分に連続して
該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を
受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

計 16人 人 人

出席率が８割以下その他学
修意欲が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が標準単位数の
６割以下
（単位制によらない専門学校に
あっては、履修科目の単位時間数
が標準時間数の６割以下）

0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 16人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの
に限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定
の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の
停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）
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